
座間市平均額変動型最低制限価格制度事務取扱要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、座間市が発注する入札のうち、座間市契約規則（昭和６０年座間市規則

第１７号。以下「規則」という。）第１８条第２項に規定する最低制限価格を入札金額に基づ

いて算定する方法について、過度な低入札価格による受注を防止するため、必要な事項を定

めるものとする。 

（対象業種） 

第２条 平均額変動型最低制限価格制度（以下「制度」という。）の対象とする業種は、競争入

札に付する工事に伴う調査等の委託業務及び清掃、警備、保守管理等の委託について適用す

る。 

（対象金額等） 

第３条 制度の対象金額は、予定価格（税込み）５０万円超とする。 

２ 制度を採用する案件の公表は、公告によるものとする。 

（算定対象の入札） 

第４条 この要領において「算定対象の入札」とは、次の各号のいずれにも該当しないものを

いう。 

⑴ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４及び規則第３条の規定に

定める入札参加資格のない者がした入札 

⑵ 条件付一般競争入札に付する案件ごとに定める入札参加資格のない者がした入札 

⑶ 開札までの間に、前２号の入札参加資格を満たさなくなった者がした入札 

⑷ 規則第２１条の規定に該当し、無効とした入札 

⑸ 入札金額が予定価格（税抜き）を超えている入札 

⑹ その他案件ごとに定めた入札の無効に関する事項に該当し、無効とした入札 

（平均額変動型最低制限価格の算定方法） 

第５条 平均額変動型最低制限価格（以下「最低制限価格」という。）は、次の各号に掲げる区

分に応じ、それぞれ当該各号に定めるものとする。 

 ⑴ 算定対象の入札のうち予定価格（税抜き）の４０％を乗じて得た額（以下「算定基準金

額」という。）以上の入札が５者以上 算定対象の入札のうち、算定基準金額以上の入札を

対象に算出した平均額（小数点以下第１位を四捨五入）に９０％を乗じて得た額（小数点

以下第１位を四捨五入） 

 ⑵ 算定基準金額以上の入札が５者未満 算定対象の入札の全てを対象に算出した平均 

（小数点以下第１位を四捨五入）に９０％を乗じて得た額（小数点以下第１位を四捨五入） 

２ 前項の規定により決定した最低制限価格は、その決定後に無効となった入札があった場合

においても、変更しないものとする。 



３ 前２項の規定にかかわらず、算定対象の入札が５者未満の場合は、最低制限価格を設定し

ない。 

（落札者の決定） 

第６条 最低制限価格を設定した場合においては、予定価格（税抜き）と最低制限価格の範囲

内で最低価格の入札をした者を落札者とする。この場合において、前条第１項に該当したこ

とにより算定基準金額未満の入札であっても、予定価格（税抜き）と最低制限価格の範囲内

で最低価格の入札をした者を落札者とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、前条第３項の規定により最低制限価格を設定しなかった場合に

おいては、予定価格（税抜き）以下の最低価格の入札者を落札者とする。 

（その他） 

第７条 この要領に定めるもののほか、制度の実施に関し必要な事項は、別に定める。  

 

附 則 

この要領は、平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則 

この要領は、平成２０年４月１日から施行する。 

   附 則 

この要領は、平成２２年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要領は、平成２４年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要領は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要領は、平成２６年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この要領は、平成２９年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条、第５条及び第６条の規定は、平成２９年４月１日以後に公告する入札に

ついて適用し、同日前に公告した入札については、なお従前の例による。 

附 則 

１ この要領は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条、第５条及び第６条の規定は、令和４年４月１日以後に公告する入札につ

いて適用し、同日前に公告した入札については、なお従前の例による。 

附 則 

１ この要領は、令和４年５月１日から施行する。 

２ 改正後の第５条の規定は、令和４年５月１日以後に公告する入札について適用し、同日前



に公告した入札については、なお従前の例による。 

２ 改正後の規定は、令和６年４月１日以後に公告する入札について適用し、同日前に公告し

た入札については、なお従前の例による。 

附 則 

１ この要領は、令和６年４月１日から施行する。 


